
■裁判傍聴報告■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 313号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：36時間ファスティング  

 

すでに一部の方にはお知らせ済みですが、僕は 4/3(土)から 36時間ファスティング(断食)を開始しました。 

毎週火・木・土は水や野菜ジュースと塩分だけで、一切の食事はとりません。 

つまり前日の夜から翌日の朝まで食事を抜くので、36時間の断食をすることになります。 

1 日おきに断食するので、間欠的ファスティングと言うそうです。 

もちろん目的はダイエットで、82キロから 10キロ程度の減量を目指しています。 

始めてから 3週目を迎えたので、皆さんにもお知らせしておこうと思いました。 

・ 

僕は 2011年に糖尿病を発症し、血糖値が 500を超えてしまいました。 

元来病院嫌いの僕ですが、のどが渇き、体重が減ってきて、ある日食欲がなくなったことが病院行きを決断させ

ました。 

診断はもちろん糖尿病でしたが、即刻インシュリン注射を開始することで、入院だけは回避しました。 

でも、担当医に言わせると、糖尿病患者は入院しても看護婦の目を盗んで菓子を食べる嘘つきだらけなので、一

切信用できないとか。 

そこで僕は食事療法と運動の記録を写真付きのレポートにまとめ、ようやくインシュリン注射の脱却を目指す許

可を得ました。 

そして、発症時の体重 89キロから約 17キロの減量を行なうことで、インシュリン注射からの脱却を果たすこと

ができました。 

それから 10年が経過して、体重は 82キロまでリバウンドし、血糖値も少し高めで推移しています。 

・ 

そんなわけで、今回の断食はスタートしました。 

数年前から、昼食を抜いた 12時間断食を実践してきたので、その延長で辛さは無いのかもしれません。 

それに加えて、断食日を外出勤務日に充てることで仕事もはかどり、今のところ順調です。 



でも、火・木・土にお目にかかる際は、一切の飲食にお付き合いできないことを、どうかお許しください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 土屋さんの投稿から：裁判傍聴報告 

 

先週お知らせしたとおり、4/14横浜地裁で裁判を傍聴してきました。 

僕の友人・土屋由紀子さんのスピーチに感動したのでご報告したいのですが、本人が丁寧に報告しているので、

以下の通り、そのまま引用することにいたしました。 

 

【不当懲罰取消請求裁判、第一回口頭弁論、無事終了いたしました！】 

 

裁判所の中は何から何まで撮影、録音禁止なので、様子がお伝えできないのが悔しいのですが、本日は私の熱い

想いと、代理人である弁護士さんからの主張をお伝えし、20分ほどで終了いたしました。 

なんと傍聴には、昨年 60 年ぶりに「懲罰の出席停止が裁判の対象になる」と判例を変更した元岩沼市議の大友

さん、厚木市で同じく訴訟を起こした名切議員もお越しいただきました！(名切さんとはお写真が撮れず     ) 

そしてその後の報告集会でもご報告ができました事を感謝いたします(報告集会の動画は以下です) 

https://youtu.be/eE_yGoCo_T8 

私が、高らかに法廷にて叫ばせていただきました意見陳述はこちらに全文掲載させていただきます。 

民主主義を冒涜した地方議会を変えていく…！ 

その一歩を絶対に勝ち取ります！ 

 

〜第一回口頭弁論、土屋由希子意見陳述全文〜 

 

第一回口頭弁論の場で、発言の機会を与えていただき感謝申し上げます。 

私は湯河原に生まれ湯河原で育ちました。 

大学進学を機に東京で 20年間過ごしましたが、自然環境豊かな大好きな湯河原町で子ども達を育てたいと、2年

前に家族で湯河原町に帰って参りました。 

そして、沢山の応援があり、希望を持って町議会議員となりました。 

・ 

選挙の時から、地元の湯河原町議会を見聞きするのであろう方々には「新人はいじめられる」「ゆきちゃんの思う

様な場所ではない」等、心配の声をいただいてはおりました。 

それでも、子ども達の為にどうにか湯河原町を良くしたいと町議会に飛び込みました。 

しかし、周りの方の言う通り、議会は私が思っていた希望のある場所ではありませんでした。 

同調圧力、けん制、いじめや脅しの様なものが存在しました。 

そして驚きの連続だったのが、町を良くしようという考え方よりも、昔からの前例踏襲の方が正義となっている

部分でした。 

・ 

議員として最初に新人議員に対し村瀬議長から言われた言葉は「新人が何を言っても通らない、皆さんは議長選

挙の時に僕に投票しませんでしたよね？」という言葉です。 

これが全てを物語っています。 

議論をする事はできず、理由なき多数決の力で物事が決まりました。 



そんな事が多くある中の滞納者リストの議会への共有がありました。 

滞納者リストを実際に手にした際は吐き気がして気分が悪くなりました。 

町民の個人情報をこんなに杜撰に扱っているなど、とんでもない事だと思いました。 

しかしいくらこの異常性を訴えてもピンとこないどころか、新人のうるさい女が言っている事だと聞く耳を持っ

てもらえませんでした。 

・ 

そして、議会での提言をきっかけに懲罰となり、議会広報にて懲罰を周知される事につながります。 

懲罰は地元紙でも大きく取り上げられ、支援して下さった町民の方々を沢山心配させました。 

事情を知らない町民からは「あーあ、土屋さん、やっちゃったね」と言われているという事でした。 

元々気の強い方ですが、気丈に振舞っていても、この一件で食事ものどを通らず、どんどん痩せていく様子を見

て、私の周りの方々は本当に心配をしてくれました。 

恐らく、これは私でなかったら負けてしまい、同調して迎合し、今まで通りになる話だったと思います。 

しかしそれで本当に良いのか。 

湯河原町は長年それでやってきたのだろうが、私がやるべきことはここでこの体質を変えるべき役割があるので

はないかと思うようになりました。 

・ 

なぜ議員として町民の為に正しいと思ったことを述べ、問題提起をしただけなのに、懲罰を受け、さも私が悪い

様に周知をされ、のけ者にされなければならないのでしょうか。 

今でも議会内では私が発言をするたびに嫌な顔をされ、嘲笑され、失笑され、ヤジを飛ばされます。 

そんな状態が 1年も続いているため、私の中で今ではそれが普通となってしまいましたが、議会が始まるとやは

り悪意あるその雰囲気に宛てられて毎回食欲がなくなり体重を減らします。 

だけど、本当に沢山の方が私を応援してくださっています。 

町民の方はじめ、懲罰を知った多数の地方議員の方々から「私も同じ目にあいました、負けないでください」と

応援のメッセージをくれました。 

・ 

今地方議会は危機的な状況です。 

私は非常にこの状態を危惧しています。 

今回裁判を決心したのは、これは私だけの問題ではない、ましてや湯河原町だけの問題ではない、地方議会がこ

の様に民主主義からかけ離れたふるまいをする事で、日本という社会全体がダメになってしまうと思ったからで

す。 

市民の代表として、悪い事は悪い、正しい事は正しいと発言する事ができない議会であれば、それは議会として

機能していません。 

町民に対する人権侵害を指摘したら懲罰を受けるなど、こんなことが許されてしまったら今後湯河原町の議員は

何も発言できなくなってしまいます。 

秘密会の内容が、議員の都合の良し悪しで秘密であるかどうか決まってしまうのであれば、議会はやりたい放題

です。 

秘密だから何をやっても良いとしたらそれは間違っています。 

・ 

このままでは、湯河原町には心ある議員は誕生しません。 

どんなに志があっても、どんなに町民の為に働こうとしても、正しい事を貫こうとしても、気に入らなければ多

数の力により懲罰をされてしまう。 

これを放置しておけば地方議会はグチャグチャになってしまいます。 



どうかこれ以上地方議会が暴走する事の無いよう、司法の力が及ぶご判断をいただき、議会を正常な状態に戻し

ていただきたいと思います。 〜以上〜 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）04/20 ■〇◎いづみ作業日 09-17時 

09-10時 〇いづみMTG（反町） 

10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）04/21 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（木）04/22 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）04/23 ■〇◎なのに作業日 10-21時 

   15-17時 ▲訪問：菊池さん（保谷） 

（土）04/24 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）04/25 ■〇◎休業日 

（月）04/26 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

04/27 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

05/01 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

05/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 5月例会（リモート） 

05/02 20-22時 ★コミュニティつくりの学校②（リモート） 

05/06-9 ▲旅行（対馬、壱岐） 

05/10 09-12時 ●面談：HGさん（福岡） 

05/10 14-22時 ●訪問：CCJ（新山口） 

05/11 10-13時 ●訪問：笑恵館・堺別館（堺） 

05/11 14-15時 ●訪問：仁徳天皇陵（堺） 

05/13 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

05/13 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

05/13 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 



05/14 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

05/19 10-11時 ★山川山荘訪問（八ヶ岳） 

05/19 13-16時 △理知の杜評議員会（松本） 

05/20 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

05/20 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

05/27 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


